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2022年3月11日 

 

食生活ジャーナリストの会 

 

第6 回「食生活ジャーナリスト大賞」受賞者決定 

授賞式のご案内 

～受賞者のスピーチを聞きませんか～ 
 

食生活ジャーナリストの会（JFJ、代表幹事 畑中三応子、会員数149人）は、第6回「食生活ジャ

ーナリスト大賞」（2021年度）の受賞者を厳正なる検討の結果決定しました。授賞式は3月30日

（水）に開催いたします。ご多用のこととは存じますがぜひ取材いただきたくお願いいたしま

す。授賞式はオンラインで配信いたします。 

 

「食生活ジャーナリスト大賞」は食に関する情報発信や食文化（食育、料理、調理、地場産業

の振興、食文化の継承など）の分野ですぐれた活動や業績を残している個人または団体を顕彰

するもので、2016 年に創設されました。ジャーナリズム部門と食文化部門の 2 部門からなり、

今年度は生前の功績をたたえた特別賞も授与します。第6回「食生活ジャーナリスト大賞」受

賞者は以下の通りです。各受賞者の功績については別紙をご参照ください。詳細は別紙をご参

照ください。 

 

ジャーナリズム部門 文筆 井川直子氏  

 

食文化部門  オーベルジュ・エスポワール オーナーシェフ 藤木徳彦氏 

 

特別賞  ジャーナリスト 遠山敏之氏 

 

授賞式の取材を希望される場合は、オンラインフォーム

（ https://forms.gle/b513qhB1TdXeWc4S9 ）より3 月 27 日(日)までにお申し込みください。 

 

本リリースに関する問い合わせ先 

食生活ジャーナリストの会（http://www.jfj-net.com/ E-mail：info@jfj-net.com） 

《授賞式概要》 

日 時： 3 月30 日（水）19：00～20：30（受付：18：45～）  

会       場： 日比谷図書文化館４F スタジオプラス小ホール 

（東京都千代田区日比谷公園 1-4／TEL：03-3502-3340） 

https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/#access 

オンライン配信（zoom）。 

 

式次第： 19：00 代表幹事挨拶 

19：05  表彰式 盾の授与 

19：35  受賞者スピーチ 

ジャーナリズム部門 井川直子氏  

「『#何が正解なのかわからない』から『シェフたちのコロナ禍』へ」 

食文化部門 オーベルジュ・エスポワール オーナーシェフ 藤木徳彦氏 

「国産ジビエの現状と魅力」 

           特別賞 株式会社フードリンクグループ 取締役編集局長 小山裕史氏 

「ジャーナリスト遠山敏之さんを偲んで」 

20：20  質疑応答 

20：30  閉会  

https://forms.gle/b513qhB1TdXeWc4S9
about:blank
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◆第6回食生活ジャーナリスト大賞受賞者◆ 
 

ジャーナリズム部門 
受賞者： 井川直子氏 

授賞理由： 「シェフたちのコロナ禍 道なき道をゆく三十四人の記録」（文藝春秋）の取材・執筆 

講評： コロナ禍の中で店を構えるシェフたちが何を考え、どう行動したのか。2020年4月

に東京に緊急事態宣言が発令されてから、宣言がいったん解除された5月末までの

約2か月間で34人をインタビューして揺れる思いを聞き出した。店を構えたばかり

の若者から老舗のベテランまで、料理ジャンルや経験を超えて、未経験のウイル

スとの闘いの渦中に立たされた料理人たちの気持ちがリアルに伝わり、後世に残

る記録集となっている。 

 

＜井川直子氏プロフィル＞ 

文筆。料理人、生産者、醸造家など、食と酒にまつわる人と時代をテーマにした取材、エッセ

イを執筆。著書に「シェフを『つづける』ということ」「昭和の店に惹かれる理由」（ともに

ミシマ社）、「変わらない味 僕らが尊敬する昭和 東京編」（河出書房新社）、「東京の美し

い洋食屋」（エクスナレッジ）ほか。「dancyu」など雑誌、新聞等でも連載中。 

 

食文化部門 
受賞者： オーベルジュ・エスポワール・オーナーシェフ 藤木徳彦氏 

授賞理由：  日本ジビエ振興協会代表理事としてのジビエ普及活動 

講評： ジビエをおいしく安心に食べるためのルールやガイドライン、認証制度の

策定などを国に働きかけたほか、講師派遣や動画教材を通じて、そのノウ

ハウや情報の普及につとめている。鳥獣駆除にかかわる人たちから国や自

治体、料理人まで広く連携して、新たな食文化としてのジビエを確立する

輪を広げている。 

 

＜藤木徳彦氏プロフィル＞ 

オーベルジュ・エスポワール・オーナーシェフ、日本ジビエ振興協会代表理事。東京都生

まれ。駒場学園高校食物科卒業後蓼科高原のオーベルジュで修行。肉、魚、野菜の卸業を

経験した後、1998年オーベルジュ・エスポワールをオープン。地元食材を追求し、地元食

材を使った料理教室や食育講座、大学・高等学校の講師も務める。著書に 「フレンチで

味わう信州12か月」 （信濃毎日出版社）「旨いぞ！シカ肉」（農文協）「フレンチシェ

フが巡る ぼくが伝えたい山の幸 里の恵み」（旭屋出版）がある。 

 

＜日本ジビエ振興協会＞ 

ジビエ料理の普及拡大で増え続ける鳥獣被害を減らし、地域の活性化や社会貢献の実現を目指し

てNPO法人を設立。2017年に一般社団法人となった。 

 

  特別賞 
受賞者： ジャーナリスト 遠山敏之氏 

授賞理由： 昭和の終わりから平成、令和と長年にわたり、外食産業を中心に食文化を取材。

外食産業を新たな視点で問い直し、日本の外食産業の発展に貢献した。 

  

＜遠山敏之氏プロフィル＞ 

ジャーナリスト。1964年9月24日、新潟県に生まれる。早稲田大学法学部卒業後、日経BP社入

社。「日経ビジネス」記者を経て、1988年の「日経レストラン」創刊チームに記者として参

加。「旅名人」記者、「日経レストラン」副編集長、「日経ベンチャー」副編集長を経て、

「日経レストラン」編集長。日経BPビジョナリー経営研究所上席研究員として食関連ビジネ

スの探究に携わる。2019年からフードリンクグループの執行役員・編集局長、外食産業向け

BtoBウェブメディア「フードリンクニュース」編集長。2021年12月30日没。 

以上 

別紙 


